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利益相反（COI） 開示 
筆頭発表者名： 加茂 登志子 

• 以下の立場でPCITの実施と普及に関与しています。 
• 一般社団法人 日本PCIT研修センター 代表理事 

• PCIT-Japan 理事長 

• PCIT International Master Trainer 

Toshiko Kamo Japan PCIT Training 
Center 



•Parent  育児に悩む親（養育者）と 

•Child こころや行動の問題のある幼い子どもが 

•Interaction  相互交流によってより良い関係を

築き、効果的で安全なしつけを身につけるための 

•Therapy 遊戯療法と行動療法に基づいた治療 

Toshiko Kamo Japan PCIT Training Center 

JPCITTC 



PCITの進化と発展: 
研究室から 
国際トレーニングモデルへ 

• 1970年代にオレゴン州でSheila Eyberg博
士によって開発 

• フロリダ大学でコセラピーメンターモデル
のトレーニングが開始 

• 卒業生は引き続きPCITを使用しながら全米
各地の大学へ 

• トレーニングは他のラボや臨床現場を介し
てゆっくりと動き始めた 

• 大学外普及のためのワークショップの開始 

• 国際的普及のための認定トレーナー制度の
構築 
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PCITが向いている親子は… 

 

Toshiko Kamo Japan PCIT Training Center 

性的虐待 
加害親X子ども 



親 

マジック 
ミラー 

イヤフォン 

こども 

マジック 
ミラー 

コーチ 

観察室 
コーチが親に対して 
イヤホンを介し 
ライブコーチングを 
行う 

プレイルーム 
親が子どもに 
プレイセラピーを行う 
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親子でコーチを 
受ける 

治療前 
アセス 
メント 

CDI PDI 
子ども指向相互交流： 

子どものリードで遊びながら 
親子の良い関係を強化します 

親指向相互交流： 

親のリードで遊びながら 
親子でしつけを学びます 

コーチング 修了 

● 

問
題
行
動
の
あ
る
子
ど
も 

● 

育
児
に
悩
み
が
あ
る
親 

親がスキルを 
学ぶ 

CDI 

PDI 

親子でコーチを 
受ける 

親がスキルを 
学ぶ 

PCITの大きな特徴はライブ・コーチングです。プレイルームの外にいるコーチから、その場でイヤ

ホンを通して親に分かりやすくコーチングするため、効率よくスキルが身に付きます。保護者も子どもも体験
しながら習得し、変化していきます！ 一般的に、週1回 60分、12～20回（３～6か月）で修了します。 

ティーチング コーチング ティーチング 

治療後 
アセス 
メント 
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           PCITに推奨されるおもちゃ 
 

 

組み立てて遊ぶ 

創造的なおもちゃ 
 積木 

 ブロック（レゴ、デュプロなど） 

 リンカーンログ 

 ポテトヘッド 

 人形付きドールハウス 

 クレヨン、ステンシル、紙 

 動物の人形付きおもちゃ農場 

 ねんど・型抜き 

 動物の小型ぬいぐるみ、小型プラスチッ
ク製人形 

 ままごとセット 

 汽車セット 

 車の付いたガレージセット など 

Toshiko Kamo Japan PCIT Training Center 



☆気に障る不快な行動には
無視のスキル 

☆選択的社会的注目と反対
の良い行動  

☆危険・破壊行動は遊びを
中止 

  
 

避けること(Don’t Skills): 

 Command 命令 

 Question  質問 

 Criticisms 批判 

  行うこと（Do Skills): 

  Praise 具体的な賞賛 

  Reflect 繰り返し 

  Imitate まね 

  Description  

    行動の説明 

  Enjoy 楽しんで 

CDI: 子ども指向相互交流  
第一段階: 関係の強化 
Special Time 「特別な時間」 



PDI: 親指向相互交流 
 第二段階: しつけ 

 

• 良い命令の出し方を親に教える 

• 親子にタイムアウトの手順を教える 

• 一貫性、予測性、徹底性 

• 先ずセラピストと共に練習してから、子どもと練習する  

• 出来る限り「失敗させない」 

• 般化：親は家庭で徐々にタイムアウトを適用していく 

• 遊びの中で 

• 家の中の定置的命令で 

• おうちの決まり（House Rule）  

• 公共の場での行動 (Public Behavior） 

 
 



PCITは査定を重視する 
－PCITの必須アセスメントツール 

•子どもの行動の測定 
• ECBI: Eyberg Child Behavior Inventory 

  アイバーグ子どもの行動評価尺度 
 

•親のスキルと子どもの命令に対する反応の測定 
• DIPCS: Dyadic Parent-Child Interaction 

Coding System-IV 

  親子対の相互交流システム 

ECBI DPICS 
Toshiko Kamo Japan PCIT Training Center 



Eyberg Child Behavior 
Inventory (ECBI) 
アイバーグ子どもの行動
評価尺度 

• 1978年に米国のEyberg博士らによっ
て開発された評価尺度 

• 2～16歳（日本：2～7歳）の子ども
の問題行動に関する36項目の質問に
親がスケールを用いて答える 

 

• 子どもの現在の行動にフォーカスす
る 

 

• 2つのスケール  

• 強度スコア 

• 問題スコア 

Group slide shared by Christina M. Warner-
Metzger 



PCITの特徴 

• エビデンスによる裏付け 

 

• 親子が一緒に行う治療 

 

• 親子のパターンに焦点を当てる 

 

• ライブコーチングによって
活発なスキルトレーニン
グを行う 

 

• パフォーマンスベース
（時間制限なし） 

• 1回60分 12回―20回 

 

• アセスメント重視 
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PCITの有効性 

• 効果の維持 

• 短期間 （1~2年間； Eyberg et al., 2001; Nixon et al., 2004） 

• 長期間 （3~6年間； Boggs et al., 2004; Hood & Eyberg, 2003） 

• 般化（PCITスキルのひろがり） 

• きょうだいの行動も改善する（Brestan et al., 1997; Eyberg 

& Robinson, 1982） 

• 幼稚園の教室に波及する （Bagner et al., 2010; Funderburk et 

al., 1998; McNeil et al., 1991） 

Toshiko Kamo Japan PCIT Training Center 



 PCIT の治療効果エビデンス研究: ランダム化比較試験 

1998   Florida  破壊的行動障害 Disruptive Behavior Disorders (DBD) 

   Schuhmann, Foote, Eyberg, Boggs, &  Algina 

2003 Australia    破壊的行動障害  

   Nixon, Sweeney, Erickson, & Touyz          

2004 Oklahoma  身体的虐待のある養育者  

    Chaffin, Silovsky, Funderburk, et al. 

 Puerto Rico  注意欠陥多動性障害 ADHD   

   Matos, Torres, Santiago et al. 

2007 Florida  知的障害と破壊的行動障害の合併 

    Bagner & Eyberg 

2010 San Diego  破壊的行動障害のあるメキシコ系アメリカ人の子ども 

    McCabe & Yeh     

2010      Rhode Island  破壊的行動障害のある低出生体重児 
    Bagner, Sheinkopf, Vohr, & Lester   

2010 Oklahoma  虐待とネグレクトのある養育者   
    Chaffin, Funderburk, et al. 

    



トラウマのある子どもたち
への推奨治療として 

 
Kauffman Best 
Practices Project 
 
と 

 
National Child 
Traumatic Stress 
Network (NCTSN) 
 
に支持されている 
 

 
 

Empirically Supported Treatments: ESTs 
経験に基づいた治療 



PCITの理論的基盤 

• アタッチメント理論(Bowlby) 

• アタッチメントは生存機能を提供する 
 

• ペアレンティングスタイル(Baumrind) 
• 拒否/無視 Rejecting-Neglecting (低い温かみ, 低い管理) 

• 独裁的 Authoritarian (低い温かみ, 高い管理) 

• 許容的 Permissive(高い温かみ, 低い管理) 
• 権威的 Authoritative (高い温かみ, 高い管理) 

 

• 行動修正 Behavior Modification (Skinner) 
• オペラント条件付けOperant conditioning: 強化reinforcement;  

罰 punishment 
 

• 社会学習理論 Social Learning Theory (Bandura) 
• モデリングとモデリングによる影響 

 

• 支配・強制のサイクル Coercive Cycle (Patterson, 1982) 
• 双方向のプロセス Bi-directional process 

 



コーチングの技法： 
セラピストもPCITスキルを使う 

PCITのスキルは 
親もセラピストも共

通して用いる 

セラピスト： 
PCITスキルを
使って親に 
コーチする 

親： 
PCITスキルを

使って 
こどもとプレイ
セラピーをする 

素晴らしい具体
的賞賛です！ 

Parenting 
Coaching 



臨床的に有効である⇒ 
世界中に広がっている 
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Case Nちゃん 

Toshiko Kamo Japan PCIT Training 
Center 



母のうつ状態の推移 BDI-II 
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ドメスティック・バイオレンス被害母子に対する 
親子相互交流療法の効果に関する研究（加茂ら、2016） 

• 8組中６組（75％）が治療完遂 
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東京都児童相談所におけるPCIT実践 

一時保護後 

家庭引取り 
育児不安 

軽度の虐待 

在宅 

委託後 不調 

里親との 

愛着形成 

里親 

施設不調 

担当職員との 

愛着形成 

養育者と 

家庭引取り前後 

に実施 

施設入所例 

２０１１年度以降、以下のような対象に実践を重ねている 

PCIT実施により 養育者と子どもの関係性が 改善 

14例 10例 8例 9例 

2011年４月〜2015年6月までの導入状況 

3例 



親のCDIスキルマステリー 
 
 
 

遊びの場面でのPDIスキルマステリー 

お片付けの場面でのPDIスキルマステリー、家の中
で少しずつPDIが使えるようになる 

PDI（家の中の毎日の生活でPDIが使えるよ
うになる） 

ハウスルールが使える 
きょうだいとともにPDIが使える 

公共の場でPDIが使えるよ
うになる 

治療者と親子のラポールの形成 

PCITの 
サクセスステップ 

毎日の宿題 

JPCITTC Toshiko Kamo 24 



PCIT日本導入への
道のり  
 2005  Frank Putnam教授のご紹介 

 シンシナティこども病院トラウマ治療 

 トレーニングセンター（TTTC)で 

 イニシャルワークショップ受講 

2008～2009 TTTCメンバーの指導で 

 国内でPCITの実施を開始 

 

2010 フロリダ大学Eyberg先生PCIT IWS参加 

2011 PCIT－Japan設立 

2012 Eyberg先生     
   Brestan-Knight先生   
     国内第1回IWS 

2013  第1回advanced WS, 第2回IWS 

2014  第2回advanced WS 

2015    日本語によるIWS開始 

25 



PCITを学ぶには 

PCIT international の認定基準 

 

40時間イニシャル ワークショップ   

↓ 

 認定トレーナーのSVの下に2例を修了  

 1年間月2回以上のSV スキルチェック 

認定セラピスト certified PCIT therapist 

↓ 

Level 1 Trainer 

Level 2 Trainer(Regional Trainer) 

Master Trainer Toshiko Kamo Japan PCIT Training Center 

• 専門領域修士以上か
博士課程在学中 

• メンタルヘルスの専
門職資格がある 



67 

50 

1 

1 

1 

2 

7 
5 

3 

4 

5 

イニシャルワークショップ受講者の分布 
Attendants to IWS 
 
n=186（2018年6月現在） 4 

4 

4 

4 
3 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
1 

8 

ニーズ 
発達障害 

 
DV 
虐待 

 
里親 



PCITを導入した児童相談センター 
Child Guidance Center with PCIT 

児童心理司全員がWS受講 
日常的にPCITを導入 

一部にPCITを導入 

PCIT IWS参加者がいる 

児相の課題 
親子不調 
親子再統合 
虐待の再発予防 
 
里親 



PCIT認定セラピストのいる施設 

1. 若松町こころとひふのクリニック（東京都新宿区） 

2. 愛育クリニック児童精神科（東京都港区） 

3. 武蔵野大学臨床心理センター（東京都江東区） 

4. 神戸女学院大学臨床心理センター（兵庫県神戸市） 

5. かとうメンタルクリニック（北海道函館市） 

6. 女性と子どものライフケア研究所（愛知県名古屋市） 

7. Another planet（佐賀県武雄市） 

8. 国立肥前精神医療センター（佐賀県吉野ヶ里町） 

9. 岡田こどもクリニック（栃木県佐野市） 

10.糸島こどもとおとなのクリニック（福岡県糸島市） 

11.岩手医科大学いわてこどものケアセンター（岩手県紫波郡） 
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日本の論文 
• DV被害親子の養育再建に対する効果の検討（加茂、2010） 

• PCITの紹介・総説（正木ら、2007；伊東ら、2014；加茂 2017） 

 

• DV被害が終わってからの母子への援助（柳田、2011） 

• PCITの実践報告（宮川ら、2011） 

• 母親の自尊感情が回復した事例（宮川ら、2012） 

• 虐待事例における効果（小平、2013a  2013b） 

• ハイリスク新生児フォローアップ外来において育児困難を訴える家族に対する効果（吉川ら、2013） 

• PCITにおける限界設定の意義（國吉、2013） 

• 低出生体重児の発達障害リスクに対する有用性研究（細金、2015） 

• ドメスティック・バイオレンス被害母子に対する親子相互交流療法の効果に関する研究（加茂、
2016） 

• 東京都児童相談所におけるPCITの実践と課題（小平、2016） 

• 児童相談所でPCITを用いた事例について（上原ら、2016） 

• Parent–Child Interaction Therapy (PCIT) for young children with Attention-Deficit 
Hyperactivity Disorder (ADHD) in Japan;Ann Gen Psychiatry (2018)  
Nana Hosogane, Masaki Kodaira, NozomiKihara, Kazuhiko 
Saito, Toshiko Kamo 
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親子支援に向け 
エビデンスの確立した心理療法を 
提供する 

日本PCIT研修センター 
研修 

スーパービジョン 
エビデンス研究 

研修に関する研究 

• エビデンスの確立した心理療
法の研修 

• 治療実施の指導 
• 評価のための心理尺度セット

提供 

PCIT 
International 
PCIT-Japan 
CARE-Japan 
理化学研究所 

東大開研究室「赤
ちゃんラボ」 

親と子どもの治療施設、児相、女相 

• 研修内容の
評価 

• 治療効果の 
フィード
バック 

 Replication Cycle 
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子どもと大人のきずなを深めるプログラム 
Child-Adult Relationship Enhancement 

CARE 
 

• 親子のコミュニケーションに焦点を当てた、心理教
育的介入プログラム、ペアレント・トレーニング 

 

• PCITを中心に、その他の行動療法の特定の技法を用
いつつ、様々な現場で子供とかかわる大人（親、養
育者に限定されない）に広く使えるよう修正 

 

• 受講者は大人のみでライブコーチングはない 

• 4時間のワークショップでエッセンスが学べる（簡便） 

• 子どもとの関係強化＞＞しつけ 

 

 



東京都児相の場合 

PCITは 有効な治療法だが、 人手 時間 場所が必要 

⇒ 育児不安の軽症例や 意欲的な養育者の場合に 

   PCIT簡易版CAREを用いることができれば 効率的であり 

   重篤な事例のスクリーニングにもなる 

ＰＣＩＴ 

ＣＡＲＥ 

児相における治療的介入 

育児不安  意欲のある養育者 
地域機関 

（子ども家庭支援センターなど）
における心理教育 

重篤な事例はPCITへ 



 
★PCIT-Japan 
－学術・臨床・情報の交流の場 
http://pcit-japan.com/ 
 
★一般社団法人 日本PCIT研修センター 

ー研修とスーパービジョン・コンサルテーションの場 

http://pcittc-japan.com/index.html 
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